




































Occupation and Phenomenology of the Body
A Consideration based on Psychopathology of the Schizophrenia Patients
Osamu Taguchi
Faculty of Health Sciences, Nihon Fukushi University
Abstract: This article considered possibility of the recovery in the occupational therapy of the Schizophrenia Patients
by paying its attention to the phenomenological embodiment. In consideration of the concrete psychopathology and
problem of the Schizophrenia Patients, I examined importance of the foundation and a possibility of the treatment of
the Occupation transcendental composition based on phenomenological analysis about the Carpenter Saw Activity.
Keywords: 精神障害作業療法 psychiatric occupational therapy, 間身体性 intercorporeality, 共同性 collectivity,














































① 能動性. 中枢神経系の作用を高め, 意志の働きを
生じせしめる.
② 身体性. 心身の諸機能を賦活し, 快の情動を高め
る.



















































前後上下左右, ここ, そこ, 向こう, 手前, あちら,
こちら, あるいは手順, 予想, 決断, 経過, 結果といっ




















なの知恵の集積であった常識 (common sense) は,
当然で自明ではなくなり, ひとつひとつ確かめなけれ
























































































































































































から作業療法 Occupational Therapy における作業




活動 (Activity) とは文字どおり活動であり, 目的




に対して, 活動 (Activity) はより個別的で客観的な




活動 (Activity) はしかしながら, 先に示した統合
失調症者のパトス的性向とはむしろ相容れないところ
がある. 統合失調症者にとってまず大事なのは, 何か
を自発的, 積極的, 目的的, 意図的に為す (doing)
というよりも, アンネが訴えていたように, ありのま


















は自分の体が位置している ｢ここ｣ から, 立方体の箱




包み, 触れ, それらと一体化する｣. あわせて, 私と
ともに, 立方体の箱の別な面を見ているであろう他者








続けて加藤は, ｢他者のいる ｢そこ｣ (そこⅡ) へと
赴く潜在的な身体運動は, 他者の観点に立つことに通


































として作業 (Occupation) は捉えられるが, 活動
(Activity) として実現せしめるに至る, 厚みをもっ
た現実的な世界とのつながりの基盤をなす超越論的構










う. 第 3章 3項の末尾で指摘したように, 健常者にあっ
て当然で自然であることの前提をなすもの, あるいは
世界とのつながりの基盤をなす超越論的構成における

























たい. 彼は 30 代前半の男性である. 20 代前半で発症


































































































































































身体は, 私に属している (主体, 主観, 能動) と同
時に, 外界 (客体, 客観, 受動) とも連なるあり方を
している. 身体は皮膚で覆われた生理解剖的な形態や






他者との連帯, 絆の前提になるのであり, 人は, 世界,
他者へと開かれた存在であり, 潜在的な身体運動をも
とに, 世界, 他者へと身を挺している態勢をとってい







































































































基礎づけるものが問われ､ 常識 (common sense)
や ｢わかる｣ ｢できる｣ の発生の場として理解され
る.
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